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SS-520-2 号機による磁場観測実験（速報） 

Preliminary Results of Magnetic Field Observation by SS-520-2 Sounding Rocket 
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高度 1,000km まで達する観測ロケット SS-520-2 号機 
が極域カスプ領域のイオン流出加速機構の解明を目的としてノルウェイのニーオルセンから打ち上げられ，磁
場測定（MGF）およびロケットの姿勢変動を検出する目的でフラックスゲート磁力計が搭載された。磁力計は三成
分の磁界を 100Hz のサンプリングで約 2nT/digit の分解能で測定できた。ロケットの姿勢は安定でスピンは 1.5rps，
2 度程度のプレセッションで周期は 8.5 秒であった。ここではロケットの飛翔姿勢結果と磁場変動の初期解析結果
を速報する。 
 
 
観測ロケット SS-520-2 号機が極域カスプ領域のイオン流出加速機構の解明を目的としてノルウェイのスピッツ
ベルゲン島ニーオルセンから2000 年 12 月 4 日 09:16(UT)に打ち上げられた。磁場測定器（MGF）として三軸フラッ
クスゲート磁力計が搭載され，電流系による磁場変動およびロケットの姿勢変動を測定した。磁力計は各軸成分
100Hz のサンプリングで約2nT/digit の分解能で測定できた。ここではロケットの飛翔姿勢結果と磁場変動の解析
経過と初期結果を速報する。 
 
１． 磁力計 
搭載したフラックスゲート磁力計の主な仕様を表１に示す。サンプリングは各軸 100Hz でおおよそ 2nT/digit
の分解能を持つ。 
 
 表１．フラックスゲート磁力計の主な仕様 
  －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
センサ    ３軸リングコア 
測定範囲     各軸±65,536 nT   
サンプリング        195 Hz 
分解能    2 nT/digit 
寸法/重量 
  センサ   150x114x54mm3 / 0.73 k      電気部   150x170x43 mm3 / 0.64 kg 
出力形式    ディジタル 16 bits/軸 
  －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 
２． 磁力計の較正とデータ解析法 
2.1 磁力計の較正 
フラックスゲート磁力計の較正試験は気象庁柿岡地磁気観測所の較正実験室を借用して行われた単体での較正
試験およびロケットペイロード部の組立後に宇宙科学研究所の磁気シールドルームを使用して行われた較正試験
が実施された。その結果，地上試験データからの磁力計出力特性およびオフセット量を表２に示す。 
 
   表２．搭載磁力計の地上較正試験結果 
   －－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
          Ｘ軸   Ｙ軸 Ｚ軸 
電気零点 (nT) -17  -14  +12  
感度直線性 (%） 0.09 0.05 0.05 
出力感度 (nT)  1.99  2.02 2.00 
電気軸直交性 (deg)   
          X-Y: -0.458    
          Y-Z: -0.3438    
          Z-X: 0.00  



オフセット(nT)    +195      -284     -349 
   －－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 
 
2.2 データ解析法 
磁場の物理量換算は，出力されるディジタル量をオフセット量，換算感度を用いて行う。より精密解析ではセ
ンサ軸の直交度補正を含める。ロケットの運動は，アンテナ展開後の105 秒以降はほぼ定常的なスピン，プレセッ
ションを行っているので，姿勢変動による磁場の見かけの変化を差し引き，磁場の電流系による変化が検出されて
いるかどうかを解析する。現在解析中である。 
 
３． ロケットの姿勢結果 
ロケットの姿勢は安定で174 秒以後スピンは1.5rps で一定であった。それ以前のスピンは，90 秒以後の各種ア
ンテナ展開により 1.8Hz から 1.5Hz に変化している。プレセッション運動は，90 秒以降ほぼ一定の運動で，半角
約 2 度で周期は 8.5 秒であった。 
 
４． 磁場変動解析 
カスプ領域のイオン流出，加速に伴って電流系がどの程度の強さとスケールで存在するのかを磁力計による磁
場変動で検出する。その速報結果を報告する。 


